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○平成２７年度 学校自己評価について 

 

 成田つくば航空専門学校は、「工業分野」の専門課程の認可を受けた専修学校として、わが

国の航空産業諸分野の中核を担う優れた人材を育成し社会の発展に寄与することを目的とし

て運営されています。また、平成２６年度に文部科学省から「職業実践専門課程」と認定さ

れた航空整備学科、および航空ビジネス学科では、航空分野の諸企業との密接な連携のもと

に、「学校運営の適正化」および「教育内容の充実」が図られています。 

 本校では、平成２５年４月に定めた「自己点検・評価規程」に従って、学校自己点検・評

価委員会を設置し、「専修学校における学校評価ガイドライン」に沿って本校の運営および教

育活動について自己点検・評価を実施しています。 

 

１．対象期間 

 平成２７年４月１日 〜 平成２８年３月３１日 

◯委員会開催 平成２８年１０月１２日（火） １６：３０〜１８：１０ 

       平成２８年１０月２４日（月） １５：３０～１７：３０ 

       平成２８年１１月 ７日（月） １７：３０～１８：３０ 

２．実施方法 

（１）学内に「学校自己点検・評価委員会」を設置し、委員会を中心に教職員一同により

評価を行っています。 

委員会構成：委員長 校長 

  委 員 副校長、事務部長、教務部長、入学広報部長、 

進路渉外部長、航空整備学科長、航空ビジネス学科長、 

航空工学科長、法人企画理事 事務局 

（２）評価は「専修学校における学校評価ガイドライン」を参考に行いました。 

（３）評価は年一回行います。 

（４）評価結果は、課題と改善についてホームページにて公表します。 

３．自己評価は、以下の１０項目を実施します。（*：授業アンケ－ト結果反映） 

 （１）教育理念・目標 

 （２）学校運営 

 （３）教育活動* 

 （４）学修成果 

 （５）学生支援 

 （６）教育環境 

 （７）学生の受入れ募集 

 （８）財務 

 （９）法令等の遵守 

 （10）社会貢献・地域貢献 
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○評価項目の達成及び取組状況 

 

（１）教育理念・目標 

 

【状況と課題】 

１   学校の教育理念は、就学規程に明記されているが、新体制としての教育理念の検討

を進める。 

現教育理念「学徒の意志を尊重し、世を支える現場力を見据え、全人教育を旨とし、

実践と反省と改善を継続し、自発力ある人材を育成する。（就学規程２条）」 

２   航空分野に特化した科目の設定を行い、航空業界を担うグローバルな人材の育成を

教育目標としている。また、関連機関・企業との教育連携を通して実戦的な人材を

育成することを特色としている。 

３   社会経済の状況と航空業界、及び地域社会のニーズと将来性を見据えた将来構想を

策定している。 

４ ５  学校、学科の教育目標・育成人材像は、各学科において業界研究を行い、学科会議

や教育課程編成委員会等を通して決定している。 

 

【今後の改善方策】 

１～５ 教育理念、目的、育成人材像等に関する情報を整理・再設定し、学生指導の基本と

なる学則、就学規程等の内容を更新する。また、学生、保護者、教職員間の共通理

解を図っていく。 

    規律性醸成のため新年度より雨天時以外は全校朝礼を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価項目 
 適切…４､ほぼ適切…３、 

やや不適切…２､不適切…１ 

１．学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分

野の特性が明確になっているか） ○4  ３ ２ １   

２．学校における職業教育の特色を示しているか ○4  ３ ２ １   

３．社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いてい 

るか ○4  ３ ２ １   

４．学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生･

保護者等に周知されているか ○4  ３ ２ １   

５．各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界の

ニーズに向けて方向づけられているか ○4  ３ ２ １   
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（２）学校運営 

 

【状況と課題】 

１ ２ 学校の運営方針や事業計画は、将来構想、教育活動の実績を踏まえて策定され理事

会・評議員会において承認を得ている。 

４   学校の人事、給与に関する規定等は定められており、法人事務局において管理して

いる。今後は、社会情勢、航空業界の人的環境、学校の経営状況を鑑み、必要に応

じて見直し、周知徹底する必要がある。 

６   業界や企業等との関係は密接な連携や求人採用等を通した関係強化、社会規範の遵

守を心掛けている。地域との関係は良好な関係を築いている。 

７   情報公開は、ホームページ、機関誌（N-TAC Network）、学校案内等で行っている。

また、学校関係者評価、教員情報、職業実践専門課程認定学科基本情報（様式４）

は年度毎に更新し、常にホームページ上で最新の情報を公開している。 

 

【今後の改善方策】 

２   閲覧可能な規程等は規程集として取り纏め、保管場所の周知を徹底する。 

３ ５ 学校の組織体制、意志決定の流れについては、明確に定めたうえ、学則等に明示し

教職員への周知を徹底する。 

４   航空専門学校としての永続性を考慮すれば、若い教員の確保は欠かせない。 

６   地域との関係性維持のために、騒音対策・学生マナーの向上等、改善を続けていく。 

８   学籍管理等のシステム導入（平成２８年後期より稼働）を進めている。 

 

 

 

 

 

 

 

評価項目 
 適切…４､ほぼ適切…３、 

やや不適切…２､不適切‥･１ 

１．目的等に沿った運営方針が策定されているか ○4  ３ ２ １   

２．運営方針に沿った事業計画が策定されているか ○4  ３ ２ １   

３．運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されて

いるか、有効に機能しているか ○4  ３ ２ １   

４．人事、給与に関する規程等は整備されているか ４ ○3  ２ １   

５．教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備され 

ているか ○4  ３ ２ １   

６．業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備さ  

れているか ○4  ３ ２ １   

７．教育活動等に関する情報公開が適切になされているか ○4  ３ ２ １   

８．情報システム化等による業務の効率化が図られているか ４ ○3  ２ １   
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（３）教育活動 

 

【状況と課題】 

１～５ 教育課程は、教育理念を踏まえ、各専門分野の業界団体等が参画する教育課程編成

委員会、関連行政機関・第三者機関等から提言を受けたうえで、設定や見直し等を

実施している。 

６   学科は、各専門分野の業界団体等と連携し、外部実習や外部講師による演習授業を

導入し職業教育の充実を図っている。 

７   各科目の授業評価として、学生からの授業改善アンケートをもとに教員が授業総括

（自己点検・評価）を実施している。今後は、授業方法の改善・工夫、教員配置の

見直しなどに活用していくことが必要である。 

９   成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は、専門学校設置基準をもとに学則で

明確に定められている。また、省庁の認定学科においては定められた基準を遵守し

ている。 

評価項目 
 適切…４､ほぼ適切…３、 

やや不適切…２､不適切…１ 

１．教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定さ 

れているか ○4  ３ ２ １   

２．教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修 

業年限に対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確

にされているか 
○4  ３ ２ １   

３．一学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ○4  ３ ２ １   

４．キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュ  

ラムや教育方法の工夫・開発などが実施されているか ○4  ３ ２ １   

５．関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連携により、  

カリキュラムの作成・見直し等が行われているか ○4  ３ ２ １   

６．関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるイン 

ターンシップ、実技・実習等）が体系的に位置づけられてい

るか 
○4  ３ ２ １   

７．授業評価の実施・評価体制はあるか ４ ○3  ２ １   

８．職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れている 

か ○4  ３ ２ １   

９．成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっ  

ているか ○4  ３ ２ １   

10．資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系 

的な位置づけはあるか ○4  ３ ２ １   

11．人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を 

備えた教員を確保しているか ○4  ３ ２ １   

12．関連分野における業界等との連携において優れた教員（本

務・兼務含む）を確保するなどマネジメントが行われている

か 
○4  ３ ２ １   

13．関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための 

研修や教員の指導力育成など資質向上のための取組が行わ

れているか 

４ ○3  ２ １   

14．職員の能力開発のための研修等が行われているか ４ ○3  ２ １   
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10   学科では、資格取得の指導体制、目標資格等に対するカリキュラムを体系的に構築

している。また、放課後や休業期間中に対策授業等を実施し、実績向上に繋げてい

る。 

11   本校の教員体制は、省庁や検定協会などの認定要件を満たしている。 

13 14 学校及び学科で研修計画を立て、教員の指導力育成、先端的な知識・技能等の習得

を組織的に行えるよう整備を進めており、業界団体や企業等と連携した研修の導入

について検討している。 

 

【今後の改善方策】 

６   各専門分野の職業教育を一層充実させていくためにも、関連行政機関、業界団体、

企業等との連携を図れるよう体制の見直しを進めている。 

７   授業評価実施後のフォローアップ体制を再設計し、カリキュラム充実に繋げていく。 

13 14 人材育成目標の達成に向けて、教員一人ひとりが自ら自己研鑽に努めると共に、業

界団体や企業等との連携を図っていく。また、そこで得た知識や経験を教育活動に

フィードバックし人材育成の指導力向上に繋げていく。 

公的機関（例、埼玉県専修学校教員研修・教員認定等）の教員研修への参加を検討

する。 
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（４）学修成果                       

 

【状況と課題】 

１   ２７年度の就職内定率は１００％であったが、今後は第１志望企業への１００％就

職を目指し、補習教育・通常授業外面接指導にて就職率向上を目指している。 

２   資格取得率向上のため英語教育については、学科・学年の枠組みを超えた能力別ク

ラスを設け、英検点数の向上を目指し、トライアルを実施した。 

３   欠席が多い学生に対し、早い時期から担任・学科長が保護者と連携して対応してい

る。 

４   社会的活躍については、機会に応じて情報収集を心掛けているが、全体を把握しき

れてはいない。在校生の状況は担任が把握しており、必要に応じて校務会議で報告

されている。 

５   卒業生・在校生の社会的活躍、例えばボランティア活動に対する適切な支援は十分

とはいえない。 

 

【今後の改善方策】 

３   心身面や経済的な事情を抱えている学生に対しては、今後とも、学科と教務・進路

渉外・事務部が連携を図っていく。 

４ ５ 学科では、卒業生の勤務先企業等（学科特有の業界）と直接的に交流する機会を設

け、卒業生の活躍状況、採用側からの評価を把握することに努めていく。また、教

育課程への意見や提案を聴取し専門分野のキャリア教育の構築を図っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価項目 
 適切…４､ほぼ適切…３、 

やや不適切…２､不適切…１ 

１．就職率の向上が図られているか ○4  ３ ２ １   

２．資格取得率の向上が図られているか ○4  ３ ２ １   

３．退学率の低減が図られているか ○4  ３ ２ １   

４．卒業生･在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか ４ ○3  ２ １   

５．卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の 

改善に活用されているか。 ○4  ３ ２ １   



8 

 

（５） 学生支援 

    

【状況と課題】 

１   進路・就職に関する担当部長を配置しており、求人情報の閲覧スペース、企業対応

のため進路指導室を設置している。求人情報は管理されており閲覧可能な状態であ

る。 

２   学生相談に関する体制は、クラス担任を中心に学科及び進路渉外部により支援して

いる。学生相談室を設置して学生の悩み等を把握するように努めている。しかし、

日常の学生相談システム（カウンセリング）は充分とは言えない。 

３   学生の経済的支援については、高校の成績による入学金免除制度、日本学生支援機    

構奨学金、茨城県奨学資金、教育ローン等の支援体制があり、募集要項に明示して

いる。 

４   事務部と学校医との連携はあるが充分とは言えない。将来的に保健室の設置を検討

する。 

５   一部学生から部（クラブ）の創設（野球部等の希望が強い）の声もあるが、学生に

時間的余裕がないこともあり、現状は課外活動に対する支援体制が不十分である。 

６   学生食堂を完備し、安価で美味しい食の提供に努めている。 

生活面では、通学の便を図るため無料のスクールバスを運行しており、自動車・バ

イク通学をする学生には無料駐車場を完備している。 

通学が困難な学生のために指定寮（２食付）を設置している。 

７    機関紙を送付して連携をはかっている。 

学生指導面においては、担任が保護者と連携して対応しており、状況に応じて学科

長や教務部が関わることもある。 

８   卒業生の支援体制として、同窓会名簿の送付を計画している。 

評価項目 
 適切…４､ほぼ適切…３、 

やや不適切…２､不適切…１ 

１．進路・就職に関する支援体制は整備されているか ○4  ３ ２ １   

２．学生相談に関する体制は整備されているか ○4  ３ ２ １   

３．学生に対する経済的な支援体制は整備されているか ４ ○3  ２ １   

４．学生の健康管理を担う組織体制はあるか ４ ３ ○2  １   

５．課外活動に対する支援体制は整備されているか ４ ３ ○2  １   

６．学生の生活環境への支援は行われているか ○4  ３ ２ １   

７．保護者と適切に連携しているか ○4  ３ ２ １   

８．卒業生への支援体制はあるか ４ ○3  ２ １   

９．社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ４ ○3  ２ １   

10．高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業  

教育の取組が行われているか ○4  ３ ２ １   
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９   社会人学生向けの長期履修制度等は現時点で導入はしていない。 

10   高校からの依頼により、職業教育の一環として模擬授業を実施し、好評を得ている。 

 

【今後の改善方策】 

２ ４ 学生相談においてメンタル面で問題を抱える学生への対応については、担任をはじ

め学科及び関連部門との連携を継続して進めていく。また、必要に応じて学校医や

専門機関との連携についても検討する。 

５   今後学生の希望を把握し、体制を整える必要がある。 

８   今後は卒業後のキャリアアップを含めた再学習の機会について検討していく。 

９   現時点では、社会人学生向けの長期履修制度等の導入は予定していない。今後、社

会的なニーズも考えられることから長期的な検討課題としていきたい。 
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（６）教育環境 

 

【状況と課題】 

１   各学科は専門教育に必要な施設設備は指定基準を満足しているものの中長期計画の

中で、実験実習機材等の一層の整備・充実を図る必要がある。 

２   各学科の特性を活かした実習・インターンシップ等の教育体制は整備されているが、

より一層の充実が必要である。 

海外研修については、数年前まで実施していたが、学生数の減少もあり実施できて

いない。 

３   火災を想定した防災訓練は年３回実施している。防犯対策として、次年度より警備

会社（セコム）の導入を検討している。また、災害時の帰宅困難者への対応等を整

備する必要がある。 

 

【今後の改善方策】 

１   今後予想される学生増への対応と航空機整備訓練課程校として十分な実習を行うた

め、施設・設備の充実を図る。 

２   海外研修等については、今後、検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価項目 
 適切…４､ほぼ適切…３、 

やや不適切…２､不適切…１ 

１．施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備  

されているか 
４ ○3  ２ １   

２．学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等につい  

て十分な教育体制を整備しているか 
４ ○3  ２ １   

３．防災に対する体制は整備されているか ４ ○3  ２ １   
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（７）学生の受入れ募集 

 

【状況と課題】 

１   平成２７年度から学校法人としての入学広報部に体制が変わり、学生募集に関する

情報管理、分析、募集戦略策定、推進等の基本的なフローが構築された。 

入学選考基準は、規定等で明確に定められており、入学選考の公平性を確保するた

めの合否判定体制や情報管理等のチェック体制が整備されている。 

２   学校パンフレット、ホームページ、進学媒体等において、特徴ある教育活動、学修

成果等について正確に分かりやすく紹介している。高等学校等における進学説明会

に参加し教育活動等の情報提供も行われている。 

   継続的な高等学校への訪問により、高校教員の航空分野の将来性についての理解、

信頼出来る航空専門学校としての位置付け向上に繋げている。 

３   学納金等徴収する金額はすべて明示しており妥当なものといえる。また、入学辞退

者の授業料返還については、文部科学省通知の趣旨に基づき適正に取扱っている。 

 

【今後の改善方策】 

１ ２ 資料請求数、ガイダンス参加状況、体験入学参加状況、出願数等の結果検証を行う。 

戦略の質向上を実現し、出願者増に繋げる。 

    中長期的には、N-TAC 単独の入学広報体制構築を目指し、人員体制整備、能力向上

に注力する。 

３   自校の状況、競合他校の動向を踏まえた、適正な学納金の検証を継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価項目 
 適切…４､ほぼ適切…３、 

やや不適切…２､不適切…１ 

１．学生募集活動は、適正に行われているか ○4  ３ ２ １   

２．学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられている  

か ○4  ３ ２ １   

３．学納金は妥当なものとなっているか ○4  ３ ２ １   
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（８）財務 

 

【状況と課題】 

１   法人全体としての財務基盤は安定している。一方で学校単体では募集戦略が奏功し、

入学者が増加傾向に転じているが定員割れ状況が改善されるまでには至っていない。 

２   予算・収支計画は妥当なものであり今後も経費節減に努めていく。 

３   公認会計士による日常的相談体制等、法に定められた以上の対応を実施している。 

４   ホームページへの公開ほか希望者への閲覧体制を整えている。 

 

【今後の改善方策】 

１   財務基盤の安定には、入学者確保や退学者の低減、経費節減に努めていかなくては

ならないことを全教職員の共通理解として取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価項目 
 適切…４､ほぼ適切…３、 

やや不適切…２､不適切…１ 

１．中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４ ○3  ２ １   

２．予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ○4  ３ ２ １   

３．財務について会計監査が適正に行われているか ○4  ３ ２ １   

４． 財務情報公開の体制整備はできているか ○4  ３ ２ １   
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（９）法令等の遵守 

 

【状況と課題】 

１   法令遵守に留意し、学校教育法、私立学校法、専修学校設置基準をはじめとする関

係法令に基づいた学校法人運営、学校運営を行っている。 

２   個人情報保護に関する対策は、法律及び学校法人で定めている個人情報管理規程に

則り学内情報の管理を実施している。しかし、情報の取り扱いが社会問題化してい

ることからも教職員間の再認識、共通理解が必要である。 

３   自己評価の実施に必要な規則や組織体制、情報公開するまでの流れについて改善が

必要である。今後は、評価結果の分析や課題点の明確化、これらを学校改善に繋げ

ていくための体制を整えていかなくてはならない。 

４   評価結果は報告書として閲覧可能な状況になっており、ホームページに掲載するな

ど広く社会に公表している。 

 

【今後の改善方策】 

２   学校法人で定めている個人情報管理規程をもとに、個人情報の取り扱いに関する体

制・基本ルール、保有する情報の紛失、漏えい、改ざん等を防ぎ、情報管理に関す

る社会的責任について教職員の共通理解を図っていく。 

３   評価結果の分析により課題点を明確にすること、その課題をどう解決していくかま

での検討をしっかり行い、実行に移すまでの流れを構築していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価項目 
 適切…４､ほぼ適切…３、 

やや不適切…２､不適切…１ 

１．法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされて

いるか ○4  ３ ２ １   

２．個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４ ○3  ２ １   

３．自己評価の実施と問題点の改善を行っているか ○4  ３ ２ １   

４．自己評価結果を公開しているか ○4  ３ ２ １   
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（１０）社会貢献・地域貢献 

 

【状況と課題】 

１   学校の施設利用については、英語検定やビジネス能力検定等、各種国家試験会場と

して教室の提供を行っている。 

エプロンを緊急時のドクターヘリの離着陸場とし、校舎を災害時の避難場所として

地域へ便利供与している。 

毎週金曜日に実施している学校及び周辺の美化、環境整備等の強化を検討する。 

２   ボランティア活動については、学生個々にて実施しているが、今後は積極的に学校

全体として奨励、支援していく必要がある。 

 

【今後の改善方策】 

１   社会・地域貢献のために、地域の求職者の再就職に対して積極的に貢献する必要が

ある。 

２   ボランティア活動は、地域社会への貢献ばかりでなく、学生の人格形成や職業意識

の向上に繋がるものと考えられ、活動支援ができるよう体制構築を考える。 

３   今後、地域貢献のために各種国家試験会場提供だけでなく、公開講座・教育訓練の

開講等を検討する。 

評価項目 
 適切…４､ほぼ適切…３、 

やや不適切…２､不適切…１ 

１．学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行

っているか ○4  ３ ２ １   

２．学生のボランティア活動を奨励、支援しているか ４ ３ ○2  １   

３．地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）

の受託等を積極的に実施しているか 
４ ３ ○2  １   


